
「中部 138 号」の特性等について 

１ 育成の概略 

  2006 年に「ミネアサヒ Rf」と F1(K14/F3（ミネアサヒ/中部 111 号））を

交配。その後、いもち病抵抗性遺伝子 Pb1,Pi39 とイネ縞葉枯病抵抗性遺伝子

Stvb-i の欠落が無いことを DNA マーカーで確認しながら「ミネアサヒ」を５回連

続戻し交配した。 

２ 形態的・生態的特性 

○ 出穂期は「ミネアサヒ」と同日で極早生種。

○ 草型は「ミネアサヒ」と同型の「中間型」。

〇 耐倒伏性は「ミネアサヒ」と同じ「強」。 

〇 穂発芽性は「ミネアサヒ」と同じ「やや難」。 

〇 収量性、外観品質は「ミネアサヒ」と同等。 

【Pi39 ,Pb1 ,Stvb-i】

「中部138号」の系譜図
【 】内は保有する病害抵抗性遺伝子

　破線内は育成者権認定範囲

ミネアサヒRf：稔性回復遺伝子(Restorer of fertility）保有系統

F3
中部111号

（みねはるか）
【Pi39 】

稲系IL1313
【Pi39 ,Pb1 ,Stvb-i】

中部138号
【Pi39,Pb1 ,Stvb-i】

ミネアサヒ

ミネアサヒRf
【Pb1 ,Stvb-i】

K14
　（ともほなみ）

F1

F1
ミネアサヒ

玄米外観品質 
(左:中部 138 号、右:ミネアサヒ) 

標本株 
(左:中部 138 号、右:ミネアサヒ) 



３ 病害虫抵抗性等 

〇 葉いもち、穂いもちともに「極強」で「ミネアサヒ」より強い。 

○ イネ縞葉枯病に抵抗性。

○ 障害型耐冷性は「ミネアサヒ」と同じ「やや強」。

                           

４ 食味 

〇 「ミネアサヒ」と同じで良食味。 
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特性調査結果（山間農業研究所、2015～2016） 

注.DNA マーカー検定 R：抵抗性遺伝子保有 

Pb1 Pi39
中部138号 R R 極強 極強
（対）ミネアサヒ - - やや弱 やや弱

Stvb-i
R
-

品種名又は系統名
DNAマーカー検定 特性検定

いもち病 縞葉枯病
葉いもち 穂いもち

食味官能評価（山間農業研究所、2014～2017） 

注．食味検定基準（ミネアサヒ）との比較数値 

外観、香り、味、総合：基準品種と比べて、5（極端に良い）～-5（極端に悪い） 

   粘り：基準品種と比べて、3（かなり強い）～-3（かなり弱い） 

   硬さ：基準品種と比べて、3（かなり硬い）～-3（かなり柔らかい） 

品種系統名 外観 香り 味 粘り 硬さ 総合

中部138号 0.04 -0.07 -0.06 0.05 0.14 0.03



「中部 138 号」の栽培について 

１ 極端な疎植は行わない 

〇 坪あたり 50 株は穂数が低下し低収だった。安定  

収量を得るために、坪あたり 60 株以上の栽植密度と

する。 

２ 出穂後 10 日間の平均気温が

26℃未満となる条件で栽培する 

〇 出穂後10日間の平均気温が26℃以

上になると、「白未熟粒」の発生が多く

なり外観品質が低下する。作期や場所を

勘案し、出穂後 10 日間の平均気温が

26℃とならないようにする。 

３ 「いもち病」防除は最低限とする 

〇 「いもち病」薬剤を使用しなくても病害の発生は認

められなかった。よって、「いもち病」に対する有効成

分を含まない育苗箱施薬剤の使用等、「いもち病」への

防除は最低限とする。なお、「いもち病」への抵抗性は

完全ではないため、激発時には適宜防除を実施する。 

４ 多肥栽培は行わない 

〇 窒素施用が多くなると、玄米蛋白質含量が増加する。蛋白質含量が増加すると、

食味が低下する可能性が高いため、多肥栽培は行わない。 

栽植密度と収量(2019・豊田市) 

本/㎡ kg/a
坪70 372 50.9
坪60 354 50.3
坪50 334 48.6

処理 精玄米重穂数

出穂後 10 日間平均気温と白未熟粒 

(2018～2019・岡崎市、豊田市、新城市) 
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水稲品種「中部 138 号」栽培マニュアル 
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